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　「光陰矢の如し」という言葉が，この年齢になると深く心に響きます．気づ
けば還暦を過ぎ，日本皮膚科学会でも年長者として責任の一端を担う立場とな
りました．振り返ると，新人時代，昭和の終わり頃は亜鉛華軟膏にホウ酸が含
まれており，無我夢中で働いていた日々が昨日のことのように思い出されます
（ちなみに，「ボチ」の「ボ」は，ホウ酸（ボール）チンクザルベに由来していま
す）．当時は多くの入院患者が処置を必要とし，毎日 2回，自らの手で軟膏を
塗り，シャワーの介助も行っていました．仕事の合間には学会発表用のポジ
フィルムスライドを手作りし，学会会場では昼食代わりに飲食店マップを渡さ
れ，携帯電話がないために他の先生方と連絡を取るのに苦労したことも，懐か
しい思い出です．
　あの頃，新人が系統的な指導を受ける機会は少なく，先輩の背中を見て学ぶ
のが当たり前でした．しかし，時代が変わり，そのような指導方法が今では必
ずしも適していないことを実感しています．現在，指導者として次世代に知識
を伝える責任の重さを痛感し，長年にわたる実践的な経験をどのように効果的
に伝えるか，日々模索しています．また，若手には，かつての自分たちのよう
に主体的に学ぶ姿勢を持ち続けてほしいと願っています．
　指導者という立場にありながらも，学会や講演会，さらには若手医師から学
ぶことは今も数多くあります．医学は日々進歩しており，その変化に対応し続
けるためには，常に新しい知識を柔軟に吸収することが欠かせません．年齢と
ともに体力や記憶力の衰えを感じることもありますが，昭和の価値観に固執せ
ず，周囲に迷惑をかけないよう，これからも研鑽を続けていく所存です．
 （朝比奈昭彦）
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